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１．研究計画の概要 

モノがもつモデルとコピーの属性や彼我
の生産技術の比較、技術移転や技術者集団の
移住などに焦点をあてて、東アジアのなかで
日本の位置づけを考える。 
 この地域で最も広域的に交流したのが、中
国や朝鮮の陶磁器、銅銭をはじめとする金属
器、石製品であり、モノとしての受容とそれ
をモデルとした模倣や技術移植があった。こ
れらは、中世には日常的な品々であり、その
生産技術であることが特徴である。従ってこ
うした品々や技術の移転は、地味ではあるが
受容した社会の基盤から地域を変化させた
と考えられる。 
 具体的な生産技術とモデル・コピーの比較、
さらには都市や寺院における職人や技術集
積、外来技術の受容などについて、考古資料
を軸にして検証し、その様相について各技術
系譜を超えた時代的様相や革新の画期とし
て関連づけて考証する。 
 
２．研究の進捗状況 
 本プロジェクトでは、地域、遺跡を超えて
普遍的なモノ資料を対象に技術と流通の相
互の視点から調査を行ってきた。そのひとつ
が石製品に関するもので、伊豆半島と箱根火
山に由来する安山岩製品について、岩石研究
者の協力を得て原産地の特定をした。また、
その生産を把握した戦国期小田原城北条氏
に編成された石工棟梁青木家関連の遺跡発
掘による石塔、石臼などから技術復元、モデ
ル化をし、東国における技術系譜や製品の流
通を体系的にまとめる成果を出した。このオ

リジナルな成果をもとに、中世日本列島で、
技術と流通の相互関連を比較するため、若狭
高浜町の日引石製石塔の西日本一帯への流
通問題など、既報告の例を検討した。石材比
較では、肉眼観察に加え、ハンディーな帯磁
計を併用して客観化する方法を実施、その有
用性を確認した。 
 外来技術に関しては、戦国期から近世にか
けての日本の外来技術受容の拠点となった
キリシタン大名の本拠大分県豊後府内町と
長崎県長崎の発掘成果から得られた問題を
海外資料と比較することで成果をあげた。 
 特に、豊後府内では地元で生産されたキリ
シタン遺物の鉛製メダイが多数確認されて
おり、その形態や型式、材料の鉛同位体比分
析などを、スペイン・バルセロナのカタルー
ニャ美術館所蔵品について比較調査した。そ
の結果、１６～１７世紀のメダイの特徴と豊
後府内産のメダイの特徴が共通し、また自然
科学的素材分析でも日本戦国末期の遺跡出
土品からヨーロッパ搬入品を抽出できる可
能性がまとまりつつある。 
 中世都市・村と職人・生産技術に関しては、
各地の城下町や港湾都市等の生産関連遺物
や遺構を現地調査し、中世独特の生産のあり
方を認めた。また文献からも職人編成や技術
集積の場としての寺院の位置づけを検証し、
２０年度にはシンポジウムも開催した。 
 
 
３．現在までの達成度 
②おおむね順調に進展している。 
 １年次、２年次と研究を進める中で、多岐
にわたる問題点から、具体的に４年間でプロ
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ジェクトとしてまとめ得る具体的テーマを
絞り、当初の構成を修正しつつ進めてきた。 
 その結果、申請時の構想からは若干の修正
があったものの、設定した主要なテーマにつ
いてはおおむね計画通りに進行している。 
 
 
４．今後の研究の推進方策 

これまで３年間の調査では、３～４のブラ
ンチを組織して専門的なテーマの研究推進
を進める一方で、可能な限りプロジェクト全
員の調査参加による問題の共有や学際的な
視点からの新たな展開を目指してきた。これ
には長所短所がある。２１年度は総括する年
度であり、ブランチ毎の調査研究の徹底とそ
のまとめを主軸に、各ブランチを超えた時代
的様相や技術・流通の革新などの関連という
全体視点でまとめる方向で進めることとし
た。 
 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
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